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安全・危機管理に関する考察（その2 ）
一緊急時の人間行動特性－
古 田 富 彦’
239
1 。 は じ め に1995
年1 月17 日に発生した阪神・淡路大震災、1999 年9 月30 日に茨城県東海村のウラン加工施設
で発生したJ ＼_＼J臨界事故、2001 年9 月日日の米国同時多発テロなどを契機に安全・危機管理の重要
性がより一層認識されるとともに、政府、地方公共団体、企業などの様々なレベルにおける災害時、
緊急時 の応急対策の必要性が指摘されている。 これまでも様々な分野 においてそれぞれ独自の観点
から、数多くの調査・研究が行われてきたが、緊急時に人間がいかなる行動を示 すかについては、
十分解明されておらず、それを究明することは大変意義あ ることと考える。本論文では、緊急時 の
人間行動特性を把握することを目的 として、人間行動の特徴を個人レベ ル、集団（チーム）レベ ル
および社会レベルと三つの視点に大別し、その中での人間の心理 と行動 について多角的 に考察し
た1)。また、組織集団の緊急時対策のうち、事態発生直後に必要なリーダ ーの存在と組織 の情報管理
について検討した。







① 非 日 常 性：日常的に対処している事態とは全く異なる。
② 予 想 外 性：その当事者である人間にとって予め予想されていない。
③ 突 発 性：事態の発生が突然
④ 結果 の重大 性：何らかの処置を行わないと、重大な結果を招く。
⑤ 時 間 切 迫 性：事態への対処に利用できる時間が限られている。
*東洋大学国際地域学部教授




3 。 緊 急時 の 人間 行動 特 性
緊急時の人間行動に関する調査・研究の中で、例えば、建物火災における避難行動の研究では、
下記ような行動特性がまとめられている3)。
① 帰 巣 性：もときだ道を辿って逃げようとする。
② 日常 動線志 向型：日頃から使って慣れ親しんでいる階段を使って逃げようとする。
③ 向 光 性：明るい方を目指して逃げる。
④ 向 開 放 性：開かれた感じのする方向へ逃げようとする。
⑤ 易視 経路選択 性：最初に目に入った階段、目につきやすい階段に向かう。
⑥ 至近距 離選択 性：最寄りの階段を選択する、近道をする傾向
⑦ 直 進 性：まっすぐの階段や通路を選んで、突き当たるまで直進する。
⑧ 本能的危険回避性：炎や煙から遠ざかろうとする。
⑨ 理性的安全志向型：安全と考えた（思い込んだ）経路に向かう行動










































































④ 依 存 症：権威ある人への依存、独立した判断や思考の放棄



























































極端 に強い恐怖 に晒された場合などに起 こる、全 く身体が動 けなくなる放心状態を指す。これは、
凍結（freezing）やネガティブ・パニ ック（negativepanic ）と呼 ばれ、動物の「擬死反応」「仮性死」＝
死 んだふりに相当 する反応といわれている。恐怖の余り「足 がすくむ」状態がこれに当たる反応で
ある。実際に航空機の不時着事故では、緊急脱出を指示 されても全く動かない乗客がい ることがあ
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SafetyandCrisisManagement(2)
HumanBehaviorinCaseofEmergency
TomihikoFURUTA
AftertheGreatHansin-AwajiEarthquakeonJanuary17,1995,theCriticality
AccidentatJCOUraniumProcessingPlantinTokaivillage,IbarakiPrefectureon
September30,1999,theMultipleActsofTerrorisminUSAonSeptember11,2001,
etc.,itisincreasinglyrecognizedthatsafetyandcrisismanagementisimportantand
thatdisasterandemergencyresponseiscrucialatvariouslevelsoftheGovernment,
localpublicbodies,enterprises,etc 。Inthisconnection,itisstillverymeaningfultoinvestigatehumanbehaviorincaseofemergency,evenifmanyinvestigationsconcernedinthevariousfieldshavealreadybeencarriedoutfromvariousviewpoints
。Forthispurpose,thispaperdescribesthehumanpsychologyandperformancewhicharediverselyconsideredinthethreestatesofindividuallevel,group(team)levelandsociallevel.Asfirstemergencyresponseforanorganizationalgroup,necessaryleadershipandinformationcontrolarealsoinvestigated.
